
 

 

 

 

 
 

なさん、今年の夏季休業日はどのように過ごしましたか？高等部３年生にとっては、学生最後

の夏休みでしたね。楽しい思い出はできましたか？夏休み中の７月２８日（火）に熊本県を震

源とする最大震度７の大きな地震が発生しました。ニュースでは、毎日熊本県内の被害状況を伝え、

地震は突然発生し、大切な命や財産、日常を一瞬で奪う恐ろしい自然災害であることを改めて痛感

させられました。災害は忘れた頃にやってくる！「もしも」に備える心と行動を大切にしていきま

しょう。 

キャリア支援部では、夏季休業日期間に２・3 年の１０月の現場実習や就労に向けて、実習先候

補の事業所の訪問、職業相談、新しく始まったサービス「就労選択支援事業」のサポート等の活動

をしてきました。今月で前期が終了し、後期スタートの１０月には現場実習と校内作業実習が控え

ています。まだまだ暑い日は続きますが、体調管理に心掛け、生活リズムを整え、９月も元気に登

校してください！！ 

～企業は、どんな人に入社して欲しいのか？～ずばり聞いてみました！！ 

 夏季休業日の時に、大垣市にある特例子会社の代表取締役社長さんと交流する機会がありました。

「就職後を見据えた就労準備」について、参考になる内容を多く聞けたので、今月号で紹介します。 

 現場実習や採用時の面接で企業が見るポイント⇒「意欲」・「安定」・「素直」 

□「就労意欲」を確認します。 

 企業には、「雇用責任」があります。そのため、安易な雇用はしません。“この企業で一生懸命働

きたい”という気持ちがあるかが大事になります。 

□「安定」した出勤・就労ができるか。 

 就労すると毎日通勤、一定時間働くことになります。決してごまかしは効きません。学生の時か

ら、休み癖がなく生活リズムが安定して一定の体力があるかが大事になります。 

□「素直」に人の話を聞くことができるか、うそをつかないか。 

 人間関係を構築し、信頼を得るための最も基本的かつ重要な要素になります。これが守れないと、

企業はその人を信用できなくなり、長く働くことはできません。 

～就職までにつけたい力①～ 

◇基本的なビジネスマナー 

 毎日の挨拶、意思表示、日々感謝の気持ち（表現）、報連相は特に重要 

み 
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・報告（ほうこく）：仕事の結果や問題を伝える。 

・連絡（れんらく）：情報などをみんなへ伝える。 

・相談（そうだん）：判断に迷うことを上司から助言をもらう。 

◇時間管理と身だしなみ 

 遅刻をしない、時間や期限を必ず守る、時間の意識 

 清潔感、髪型・表情、言葉遣い 

◇身辺自立 

 規則正しい生活リズム、投薬等を含む体調管理 

 ※学生の時から、身の回りのことは自分一人でできるようにする。 

 ※休み癖はダメ！！（休みたい気持ちを乗り切る力を身に付ける！！） 

～就職までにつけたい力②～ 

◇自己受容 

 自分自身を正しく受け入れできていますか？ 

  →どのようなサポート、配慮が必要な事を正しく伝えていますか。 

  →できない事・苦手な事を正しく伝えていますか。 

  →不安になる時、体調を崩しやすい時は、どんな時か自分で知っていますか。 

◇難しく考えすぎないこと（人それぞれ） 

  →誰にでも、できる事とできない事があるので、完璧を求めすぎない。まずは動いてみること

で新しい発見がある。 

  →他人と比べない。自分を否定しない。：価値観の違いを楽しむ 

◇人の嫌がる言動をしない（トラブルに発展する） 

  →職場で孤立してしまう。普段から挨拶と返事、こまめな報連相を大事にする。 

～最後に（今から意識し、行動できること）～ 

 本人がまだ就職する意欲や気持ちが整っていない段階で、保護者や教員等の周りの人の意向・影

響で何となく就職したケースは、本人が自発的に「働きたい」という意欲をもっていないため、職

場が思っていたイメージと違う、何か課題が出てきたといった際に、直に離職に至ってしまうこと

があります。卒業後、「自分はどんな企業でどんな仕事をしたい」のか、３年後・５年後「どんな

自分になっていたいか」目標をもつことが大切です。また、本人に就職したい気持ちはあったとし

ても、働くための基本的な自己管理ができていないと、働き続けることは難しいのが現実です。度々

の遅刻や欠勤で、仕事ができない状態が続くようでは、どんなに職業適性が高くても、働き続ける

ことは難しくなります。日々の生活習慣が乱れているのに、就職が決まってから直に生活が変えら

れるわけではありません。学生の今から、規則正しい生活習慣を心がけましょう！！  


